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2026年7月-

消化管造影検査への使用

【添付文書に記載された主な使用目的】

【適応外となる使用方法】

消化管造影検査への使用

検査目的に応じて適切な濃度に調整したイオパミドールを、

経口または消化管内へ投与し、X 線透視や撮影を行う。

【適応外使用する理由・根拠】

アメリカ、イギリスで消化管造影に対して使用されている

【想定される不利益】

・下痢（1%以上10%未満）

・吐き気、嘔吐（0.1%以上1%未満）
・誤嚥および肺合併症

・発疹、かゆみ

・じんましん

・血圧低下

・呼吸困難

・アナフィラキシーショック（重篤なアレルギー反応）
消化管投与時には重篤な副作用の頻度は低いものの、
まれに生命に関わることがある。

【経緯】

主に血管造影、CT 検査、尿路造影などの検査に広く使用されている非イオン性
ヨード造影剤

これまで、水溶性消化管造影剤ガストログラフィン経口・注腸用を使用して消化管
穿孔、縫合不全、狭窄、閉塞等が疑われる患者さんに対して、診断目的で消化管
造影検査を実施しています。
今回、ガストログラフインより暫定管理値を超えるニトロソアミン類が検出された事象
への対応により、安定供給の見通しが立たない状況となっています。そのため当院
では、代替造影剤としてイオパミドールを用いた消化管造影検査を実施します。

イオパミドール使用に関して

適応外使用する
医薬品等の名称

本医療の対象となる方

実施期間

概要

1　／　1


